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https://www.100test.com/kao_ti2020/146/2021_2022__E3_80_8A_

E6_A2_A6_E5_8D_81_E5_c105_146228.htm 床屋の敷居を跨(ま

た)いだら、白い着物を着てかたまっていた三四人が、一度

にいらっしゃいと云った。真中に立ってすと、四角な部屋

である。が二方に(あ)いて、残る二方にが(かか)っている。

の数を勘定(かんじょう)したら六つあった。自分はその一

つの前へ来て腰をおろした。すると御尻(おしり)がぶくり

と云った。よほど坐り心地(ごこち)が好くできた椅子であ

る。には自分のが立派に映った。の後(うしろ)にはがえた

。それから格子(ちょうばごうし)が斜(はす)にえた。格子の

中には人がいなかった。の外を通る往来(おうらい)の人の

腰から上がよくえた。庄太郎が女をれて通る。庄太郎はい

つのにかパナマの帽子をって被(かぶ)っている。女もいつ

のに(こし)らえたものやら。ちょっと解らない。双方とも

得意のようであった。よく女のをようと思ううちに通りぎ

てしまった。豆腐屋(とうふや)が喇叭(らっぱ)を吹いて通っ

た。喇叭を口へあてがっているんで、(ほっ)ぺたが蜂(はち)

に螫(さ)されたように膨(ふく)れていた。膨れたまんまで通

り越したものだから、がかりでたまらない。生涯(しょうが

い)蜂に螫されているように思う。芸者が出た。まだ御化(

おつくり)をしていない。田の根が(ゆる)んで、何だかに(し

ま)りがない。も寝ぼけている。色(いろつや)がの毒なほど

い。それで御辞(おじぎ)をして、どうも何とかですと云っ

たが、相手はどうしてもの中へ出て来ない。すると白い着



物を着た大きな男が、自分の後(うし)ろへ来て、(はさみ)

と(くし)を持って自分のを眺め出した。自分は薄い髭(ひげ)

を捩(ひね)って、どうだろう物になるだろうかとねた。白

い男は、何(な)にも云わずに、手に持った琥珀色(こはくい

ろ)の(くし)でく自分のを叩(たた)いた。「さあ、もだが、

どうだろう、物になるだろうか」と自分は白い男にいた。

白い男はやはり何も答えずに、ちゃきちゃきとをらし始め

た。に映る影を一つ残らずるつもりで眼をっていたが、の

るたんびにい毛がんで来るので、恐ろしくなって、やがて

眼をじた。すると白い男が、こう云った。「旦那(だんな)

は表の金を御なすったか」自分はないと云った。白い男は

それぎりで、しきりとをらしていた。すると突然大きな声

で危(あぶねえ)と云ったものがある。はっと眼をけると、

白い男の袖(そで)の下に自のがえた。人力の棒(かじぼう)が

えた。と思うと、白い男が手で自分のを押えてうんと横へ

向けた。自と人力はまるでえなくなった。の音がちゃきち

ゃきする。やがて、白い男は自分の横へって、耳の所を刈(

か)り始めた。毛が前の方へばなくなったから、安心して眼

をけた。粟(あわもち)や、やあ、や、と云う声がすぐ、そ

こでする。小さい杵(きね)をわざと臼(うす)へあてて、拍

子(ひょうし)を取ってを(つ)いている。粟屋は子供のにたば

かりだから、ちょっと子がたい。けれども粟屋はけっして

の中に出て来ない。ただをく音だけする。自分はあるたけ

の力での角(かど)を(のぞ)きむようにしてた。すると格子の

うちに、いつのにか一人の女が坐っている。色の浅い眉毛(

まみえ)のい大柄(おおがら)な女で、を杏返(いちょうがえ)



しに(ゆ)って、子(くろじゅす)の半襟(はんえり)のかかった

素袷(すあわせ)で、立膝(たてひざ)のまま、札(さつ)の勘定(

かんじょう)をしている。札は十札らしい。女はい睫(まつ

げ)を伏せて薄い唇(くちびる)をんで一生命に、札の数をん

でいるが、そのみ方がいかにも早い。しかも札の数はどこ

まで行っても尽きる子がない。膝(ひざ)の上にっているの

はたかだか百枚ぐらいだが、その百枚がいつまで勘定して

も百枚である。自分は茫然(ぼうぜん)としてこの女のと十

札をつめていた。すると耳の元で白い男が大きな声で「洗

いましょう」と云った。ちょうどうまい折だから、椅子か

ら立ち上がるや否や、格子(ちょうばごうし)の方をふり返

ってた。けれども格子のうちには女も札も何にもえなかっ

た。代(だい)をって表へ出ると、口(かどぐち)の左に、小

判(こばん)なりの桶(おけ)が五つばかりべてあって、その中

に赤い金や、斑入(ふいり)の金や、(や)せた金や、肥(ふと)

った金がたくさん入れてあった。そうして金がその後(うし

ろ)にいた。金は自分の前にべた金をつめたまま、杖(ほお

づえ)を突いて、じっとしている。がしい往来(おうらい)の

活にはほとんど心を留めていない。自分はしばらく立って

この金を眺めていた。けれども自分が眺めている、金はち

っともかなかった。 100Test 下载频道开通，各类考试题目直

接下载。详细请访问 www.100test.com 


